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大
型
ク
ラ
ゲ
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
年
は
、
近
年
に
な
く
大
型
ク
ラ
ゲ
が
我
が
国
沿
岸
各
地
に
押
し
寄
せ
、
漁
業
者
に
大
打
撃
を
与
え
て
、
全
国
的
に
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
青
森
県
で
は
、
サ
ワ
・
ブ
リ
・
マ
ダ
ラ
・
ヤ
リ
イ
カ
な
ど
地
域
の
漁
業
を
支
え
る
基
幹
的
な
魚
種
の
漁
期
に
お
い
て
、

幅
の
限
ら
れ
た
津
軽
海
峡
を
大
量
の
ク
ラ
ゲ
が
通
過
す
る
た
め
高
密
度
で
の
出
現
と
な
り
、
一
万
個
を
超
え
る
入
網
も
珍
し
く

な
く
、
更
に
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
程
に
大
型
化
し
、
甚
大
な
被
害
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
平
成
十
五
年
、
十
七
年
に
続

く
常
態
化
か
ら
疲
弊
感
が
漁
業
関
係
者
で
広
が
り
、
一
層
の
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
型
ク
ラ
ゲ
対
策
は

緊
急
、
且
つ
拡
充
を
要
す
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

大
型
ク
ラ
ゲ
に
よ
る
被
害
状
況
と
被
害
金
額
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

二

ク
ラ
ゲ
発
生
元
で
あ
る
場
所
の
特
定
と
発
生
原
因
の
解
明
に
つ
い
て
、
日
中
韓
の
連
携
強
化
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
協
力

と
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

三

日
本
海
へ
の
侵
入
を
阻
止
す
る
た
め
、
対
馬
水
道
付
近
の
ク
ラ
ゲ
駆
除
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

一



う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

四

大
型
ク
ラ
ゲ
対
策
費
は
継
続
事
業
で
手
当
て
は
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
ラ
ゲ
発
生
期
間
が
今
年
の
よ
う
に
長
期
化
し
深
刻
化

し
て
お
り
、
漁
業
負
担
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
費
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。
具
体
的
に
漁
業
者
が
洋
上
駆

除
を
行
っ
た
場
合
に
助
成
さ
れ
る
駆
除
費
用
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
実
際
の
所
要
額
を
踏
ま
え
た
金
額
と
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

五

施
設
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
今
期
の
漁
獲
を
断
念
し
た
場
合
、
共
済
に
加
入
し
て
い
て
も
、
共
済
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
見
直
し
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

六

漁
具
改
良
に
対
す
る
支
援
対
象
に
つ
い
て
は
、
地
域
独
自
の
漁
具
を
弾
力
的
に
取
り
扱
う
こ
と
に
対
し
て
も
支
援
対
象
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


